
爆 薬 猛 度 の 美 顔 的 研 究

第 XltlE報 埠 破 エ ネ ル ギ ー の 測 乱 並びに猛虎の物理的意#について

(咽 か 33年 HJ】=Li8 党 籍)

桜 那 -iLt I.I,I

(El*油折托式台Il武五=2月)

措 書 ここ･こ.u E払E;イ丑筒150kg,てu 琳九丑先

kg,JI 支f!一三･)丑心までの跳 .｢ 支J■･と爺酔 い

今までの研究によっ一(･4'朕や岩石噂のEJ順 がぼ感 心までの砧洋3CSm,J, 支J,瀬 のまわ りのtEI也促革

のよHJ:強力な陳菓7Lf受けたときの織 の々俗力軒の排

相が朗らかとたった.かかる滞EE応力班,すなわち,

高次盟性荘領域においては岩IElは払温｢一に比は:n動的

孝働セ77",･し,応力の解放と屯度摂｢に tつてきわか ⊂

微細な粒子に//IfJtるO文,価蝶掛 +_.その物FJI的怒

熊からみても朗らかTL如く.伝招過廿でもろい弧状を

･しえることに氾番た意弟がある.

黙し,これらの併竣弓三.)改札 捷汐から比扱的i丘距

雌に騒らTLてI.'ウ,ここに,狂風 ナTEわち,頒訳ゎ

勅的劾巣か勅 の;丘坊で主な幼さをするという巧えが

妥当fE発出かある｡

従って,このような見351より見ても,内瓢簸架下の

=R世故にJ.,いては生成ガスによる埴I71的応力J/1祐｢

の引渋 り畝淋 三饗 産と同様にjG奴すべきであ,JとBb

Llる.

そこで,伊繋がもつエネルが-〟,I碁i抗近炉の畝鳩

と,モzLlりも退餅 の引削り抵蝿にとのように分促

されるかな田べろため,嬢蔽エイ/L,ギーの契粥を行

い,f繋繋廷淀の物理的意頚を昭頒した｡

2 実 験 方 法

機蔽ユ不ルキーのin隈 には哉働円弧を鯉川する｡こ

れは flg lのJ:うに小形のE3抱をrjl子につけ,血Jil

15-けkgの郵九を爆発によってju八., その時の臼

砲iE;予の後退角 0セ再転 し,次式に上って願 のエネ

ルギーEを界uJLようとするものである】j｡

A..-ち(1一COS0)

E｡-lVR(1+J｡/lUTZ)

/-g=ZlJTIE
J,-ll′Ju

Lll
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相当掘7-の農芸,- 己抱ポチのIL2動脚gl3'5sec

てある｡

実験.こ使用した逝他では

/ご｡-36,GOOkg一m

である｡もし 次にのべる

ニラに軒九をコソタリート

∴▲L.L一一や.-ヽL二Lニ

E｡-1372(1+｣060/
au.._ L.り:.I

せ用いる.(こ01上37～3.9

kg)

この郵Zb臼砲にころ摂政

エイル h'-のiE挺 払(現とJJ

法r三次の如ぐCある｡( 1)

先づ,11･放 つ紳九七用い,

楼紫の企エネルギ-Eな淡

め る｡(繋跡 ま5gとする)

1 このときの日払内の状態きま

Z;L,･ FIぢ21に元､すごとくであ

る,,

T (2) 決に,臼砲の紫…r･'
内に政】云5Cmm の モ ノ /

ナモルタル経を却入する｡

この拝.こは F】g 2.1のよ

うに生類jKL(5t:)か張思して

ある.そして,欠渋り正弟の弾丸を繁頒すろ.力改 L

とIとの相異はて }/ト)_ルタル経の77七だけであ



l ･~■

5B l一 号 ･し 電 位 亡で泣 叫 20書 粥 EFT

HET71卯r rrETdD= nET～006

FLE: EXperLnentnlmetLtod

,I..従って. このときnE]醜 1-の伐iuPlから淡め

▲こェネルギーを LllJと1Ell三.は兼のエネルギーの一瓢

は日払胡乱 勺の七ノンII_-ル>ル雄を横枠するのに7'

H焚 きIt{いるから. E J

='と･.7,この器 F.lllかiW rLこ要 言Ltl=

ユ′ルギ-とlrる, ED=F.I-E'

すLEj.t.,FB臥 宝.二充誘 きll,一二-=J/

トe'･Pr･'-I1,3酔い こIJE,強攻余のエ可,･ギー;)'･あれ･

i･そのエ7ルヤー､エdJl凡Jz兄射し,JL 白組を鮎 せしめ,-Ji

,汁て′ `( 'TgEL三.F･q21の二つに.舛九をモノyトJCルタル熊にF,丸.この群九に耕 して

如く｡そしてロu y訳.･_セノントキr･タル隊て売耕す,J

･この時J)抜出lrfb.ら那 】たエスルギーをE′′とすLlは･脈 の1榊

は Lの上うに脚犯されていたいのく･EL･に加 L･さ･,.こ.七ノバ 4-′レクル弟の択･71二王71'vJC-んin

弗十もので E>EJ>E'.

A.Iゝ F〟の琵ま1上 ...一同ia177的醍JtのI ･BAl.銃Z,･こ空きL1,1エ ･" -･F- L こ日長L1-1

1こ.-E'-Errそして 書托 こ司るスjt,-･r-

E'がま･法LJ一針 '{+,柵 させる こtした エス′ノ

<一 FI と･なる ( È′-E･,) こJIとき.

日脳 (･からエ7-/fJz決めるときの F=.ii.J･_JソIモr-タ/,評の免 寸言̀て評efするの て,糾 作用q)

許外に放つ1=工手,-･ト (工員+Ql帖且伽 .ら合が 】に

淡め柑ろこと[--m記の通 りであも･/二･=･,tの書含.t

と獅 Ptj5'異もこ とLニ'=fJh こLLは自白の粗 上仕/Jd･たいことで

ある･モノソ トJE,,タ/-の札か ま.モノ/-1,珍 (2- ←

I,ノー)も.永二の巾缶とし,脈 一三望持てLdZLBr'Jt完

甘℡てI.'33した.招丁の捷温Fi.三車重坂上7'折にカ苅

ItEI記 させた.この朗 !iエ FLf;3のごとくT:hJ･･

Sh̀ztlJ'い L)," ''日⊂t ■ホ■J･l
一一一一一一千 五丁一一一千1

r一一一千=FIF:3SktChe- ど"･1(,亡附 tと{edShe-T"r-

3
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TiLbll=I E叩e-lrT)CntaETlz!ult5AMI LtA

cotlfldcnLel■mlth)RDX Slく

(ConfldenrelelLILL～95ガ)

･･- .∵ -: .:; ' ::. ･.I-

トは 5L,I;も鞍していろ.すなわち,所収yイナサイ

トは拙 くのZa幹に,栄か-1)'H川 前的紘TkJこ

消nするユえルギーの何台が･大であちとL.)_つo偵

器の7滑 を良く元している.文.朝粥′イナ-(イトは

手8邦のZW?に執 ･gT,無を元し その枯n!.そD鎌の艮

言｢ ~=｢ Tl.一･一 ･.ll Lt511m こILつ.こq山 .エtA+し てbtL的JIEIIJWI: 69C H

E･:､J2 l-5 E. 343 鼓鴇を行って･乱 鼓余の鼓片点tiエネJt,ー L三大で

E〟 に .2 F_ 21< 袋か-11 ト=りもj!姓の状顔となってい7JR

TAbk2Exp亡nmtntAlrbL'llJbJJihl⊂k-
POWdt･･or＼o I)DttonAIOr

､Ie R.f霊 u3二が 1.cnT,uJ,cJ 悪 霊 d
LhoJrde g rとe nlZlul亡▲ (kFi･一m) (kg一m)

TableiDlゝLrlblltLOn.)Irat'ooE▲b心rk tenerp､

tototalelleTg)I)tl2叩IosLle (OblC⊂tl事rOn亡I
r亡te)

rg) lncruhheJ 三Tn.?ご恥■'Fl)･ng･｡uL
rAtl0〆 zbrLe neZIT I.山._A I__u一一一

LULLE 1-I"' ETACture frJIF;mCn15carLrldK亡

I-.AE-･(%)E,ZOL7Jr,～. I:'FIJ料Il1dCk- 【 5 -25 J･; ]63 ExplolL､C,
L 5-)∈ Jr J55 En 8

lXl"11せr I l一･.r, F..′, 60 E. oS RD-tl･Cd" 50
.～.. ら E ,4 ,. 226 Sh'ngHr;nAn､..e 53

T)t･tr)n- l C-:き J;I 12 l･_n 2日 MtJrlb8kLl.lTellt 弧

znor 1 OJ Jr:''032 だ.lL7 J3Ed｡k･lX'wtJt･T 5

+ + iTCo 6DelOrlatOr 94.
T▲bZ亡3ExMrZTnCTlthlrビ'ult'E))i)Pld

310 L86

_yJO 2占7

5】0 l9.0

581 34,9
1つ 】4

JrLduslrは1亡ZT'LL)'ll<'.
このけ湿■ニお.するエ>(,ギーq収が.=方は折(こZk

＼t亡Rduぐd 叫 亡 lヽc- rd Ab･orbd L5-T榊 ･.-,(]折鞄の三女ルト tM化T.柑 Flめ Fqofp亡ndt･】LIm L･nrTX) erLerFI

Lhd rJesrem znutr (kR-.n ) (k#一m) 櫛に文ださ･t. tJ駄 軽のエ" ,ト PL取b.L打効な勘+ I ･ +

sh,ng,n･こ e__ :, ;:≡ E. .去 誓 言≡莞 ごて1,'芸志 誓 三;:三三二こニ

ーIrnArnle I r.-′･ 2f F- 1eL 和合･=t'ろいX;式の托頴を′J-=きぬこき,4･'1rL柏倉.

I _ ･ F: ,一: 粘土6･の二重 り.=つい'=yrろ 法ってql恥 こうって

叫 Ll･ 52二 Ep.223 いづtlの相乗形式か1,ぞヱしいか･三.E]〝輸により臼

k･-rap)■l T 2-15 E･.llt L 379 ら変もわけであろ ここ.ニ捷弔匹牧を 〆えiJLhb..t

A･朝を仕Jflした時b乾.ん'.全くむらす.この叫の前菜

一不 ･̂ギーは･Blの発鍬 二.rIAされた/=汁である.

れこ.6りⅦ1雷管のみで行 うと,ク三例r) lAbLe

2,1のよtに.雷管のエヌ,･ゲ-の叫 も".王でカJ･は

.l'･の解砕.こ岡いられ tLl)付一統塊■こ<T.I.モノyトモ

ルyル卓の捗t5'=li,'iI_,TT-1井した.

又. つの汀杜的なエコ恥 として.所用 yイナナ

･1イト=架J)-1l1hこつ.･て行うと.きi'めてれ架

あ71.対比51･吋らLtf=,持果三Tzlbll=3.1-=元十 FLF

3.三この時D正直空白王こ洗モのスケ,チ/L′lこすものであ

ら.店灘証の餅 .=2iLて こ,箭61ダイナ1イ hミ

≡-3･.. 苓力1.)'ト.二__ガ と.%T朗の1)がSくの

和合の･3LAJt･ギーセZfL二い る.-1J,rr71耽読堆.こ

対して.i.訪日は 2Cl･/であるのに対し.額カーrJ,
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も∴

4 破gE効果の封蕪

W.Siは易砕し.庄切言ttてお り.このBZET如唄はh'l

相の飲 yl)/I-のは取▲祖繰りや部 ＼llqlIのむL円

の応力班の研犯桔輿等から7Lて 花次の七EI爪hAと見

ろことができる.この.TS分の粉砕は智プ)lr出的庄相.こ

こり-且軸 し.=鎌,'芯力の群汝に上も'lTUZのJFm'こ

上って足立する｡Zl./LJソダーの土A/J'三択次牡姓附

の㍍故が/.)ソ′一円民謡の1打甥t製Jlも1.:E,すが.

鼓1ウもLEだt2-.こ才人.且応合力の&'LilILl.潜 で-ま.

Ja力みが ei'こ当りt.ろL茨分脈 tzqJtする.-i.汝

L=おいて.三位訳の監n榊 から界往古榊bLlこ入るか,

モ ノ / IJeルタ/･･.'岩石串では.76畑 h触 ら点

に8mrTlの畝片をbつもろい鼓L*をも1=らIT■銘u-al



r T-Be 仙 -AL-一一
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A)xl00 と蝶湖の拡大.YrS此 JK-(I/II.)のEMlAをし

らへろと 11L, lの tうになLJ｡伯し,∫/ 托ンく-r印t

//○ もとの粉 _r_73!である｡/Eは雌雄でUl収さ11.1=エ

ネルギーが大となるに従って大とTLつ'T,行くが,その

輔向は止に凸に一定俵に彪和し,モノ/トモルタルの

場合の蜘 fiLは約26である.FIJ;.･Iの由伯は日的勤

に上って兄る慣'<'あるが,Rと喝収エネルギーとの純

銀な77.LfUた加 は大きいと考p..らLtる｡

5 引抜 IJ主応力且硫理岳の珠Lm の吟味

itに,村臥 tZl中1ir.農場故の好の変位ポチ/y-

1L･と件擁変化の赦分方fi式を立て,適切な兼用発作の

一円こ好いてLt石内の引班り主ti:'J)(つ分袖を淡め.ほ較

係政の求め力を洪沸した｡

叫 の匹Eirlは持田らの稚失い.二郎い ､ので.ここに

は鴇し,fB典!のみ甘くと.甥蔽縁 故Eは次のようにた

っていろ●

C-358×10~･平 岩 鮮

ここに,/ 火栴九 q 鯉･巌蚊よりの〝ス耶Lu沌

恥 J 勝弊比)tE.T は発カスの,比熱比,qt l■満

の引ylウ軸 に比例する常軌 人llI,炎/zn石の紅

六,転酔係故である｡この用恩はqr人.̂r,噂のn石

の故伽 こLWする事S性折を碍入い斗たfF.こ抄 ､て,憎酸

を故郷 )に乾故お Iとした旺･屯の拭九のたかでBtも合

理的Lこなっている.

帆 〝スの切別辿溌 qは主丘M J'-二Jの一次式で,

(/-D7(ト 017J)

としても脆fmT3Fとあまり紫hfiないことから,式EL

C-358×101(1-03｣)(oI/I)
il+ '̂,DIJくユ10J7J)】'7'

tl+̂',DTJ(1-O17J)l'

としても良く.突殴打37:に.ミもつLL'_'らこの式を,用い

る｡Elま'1■1hLの相生餅の他にふ ′及び娼架の比取と

渉過によってti:まり.誰.大半托せ LIh凍酔半f盲セ //｡

抑 L:F堀 を 〝｡とすわは,fl四時の鵬 では.

LI,/a.-1+A.DIJ(IloJ7J)

d,/tI.-1+A,Dl･J(ト 047｣)

となり,いづ11.も勝 の I)'J(Ilo47J)に比例する｡

従って.旭光の狂雌的効孤 はこのmで比伐11Juと比く

これをICとして米機の榔 JRと比椴 してみよう｡

そこで.今使JIJした1校のは灘について,比屯.ii

迫を T8bLcS の如くすれば, '̂の併EI王rq洪郁 4湖と

たる｡この '̂の位は庄力 (kgJemt)のlIiL丘である.こ

の '̂と棚 賃で決めた Ehとの偶併せ示すと.Fllく5

のよ:=二相 はさわめてTA娘的な関係があり,強いて

いえにはrf月:供的と見ることができろ.

T8bre5Valueofbrlま血rt亡eterm K)Ft

_THurataまIormu180nblAStLrlg
ro{抗ClCrLt

'̂-LPJ(1･■'7J)

J dcncLlyOl叫 )】伽Il.I:

D eヽLoclt)oELktoTlnt1011

Exp】L)sllt= Jt;/cc D kn 5cc

RT)I

Shl1WrJ-
d)namLLe

.TuurFISaklぐ̂Tlll

ril.LCkIU､､rlt･r

この結果の志雅に次の ように:ぢえることかできよ

う｡従範の研究で朗らかな1うに,媒邪が旭洋すると

I,g飴の氾称に強い応力班を発生せしめ.その班の方式

と強さはは兼の勅的粘性位. '̂くJ･J))に箕紀さLtる｡
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このとき.臥 .応力転ほと較塊の複を沢山JJえ,その

机蝿の先払 こ対して.け刀とE御寺に生放しy'める〝7L

のエネルギーが多く叫uJ'<九る.すなhち,煙脱近鯵

に補次詔比鮎か発生すItは,そのB吐仕事と壬の拡指

に&.Jlモガスのエネ′レ･f-な約数する'Cあろ†し.それ

につIjく肺索野によるもろい敵地の北行は.さらに満

月=ガスのiネルや-1LTTI牧せしめるてあら ')｡従 う

i.Lf力の榔 O:で許低される JI(Jn)が大であttは.

規滅部に弓臥 .応-JJ許な鼓じ,軌 ､仏力掛-I_･軌.脚 糸の

lⅧ となり.それだけ多くの淋 &ネルギーが村瀬 の

は瓜郡の抵L*にPl駁さItる命地/Z与えるのである.,こ

こ.こ.は背の深度巧と.胤 に.kFける齢 の>ネルギ

16-茨の時打的勾虎とのM騒出 力ある.従来,年度

の荘舵として.煉JBE九 灘びにIネルギ-FR政の時

間勾紀の二通 りがJJA.ら九ており,両uuqの具P紬勺区
別!エ不明任であった.然し,l菰tfはこのような閑段圧

舵て鮎.三Llており.耳 夜とい ･づLtの賢弟1_,とって良

いhけである.

札 我 々は.班頚の瀞的エネ･レギーとす うと.その

語感から.甜繋が･煉発してからある時rN',技, (爆巡ヤ

比屯の大小て皿蝶7)rLS;至るgLMKスがL高遠度IC的取

払崇して引き起す陳/Tの応力畝現'iLが拭った技)は業

の僻的王ネルギーがL勺用し胎ゆる上)̂た悠じかする｡

燃し.林雑はそ)でTL(,喋繋がj古つエ九八･p-の鼓

卿 乍mへの報収は.当然.柑兄Bl批hら抜群は で,そ

の時の煮汁に止､じて魯即 .7;にTil介されて行 くQ)であ

ろ｡

このようにして.煙 掛 上.比rnと拙速に支配さzLる

IA IBlと.火実力との山むせに上って行われるものであ

るれ 狂腔の物EqI帆怠椎は提iX.に強プ】TL山桃 -))匹を

生ず,Jことにか ).それか強く山 LはそlLliけ才iZ畑の

抑 Jlガスの放射tJllが(7EJ.こ符bLl,Jこととたる,経

つ1..このF'･な琉月する村ra竹の引摂り主応力は敢為

は産当{･あると考える｡

lvI=,W.5ilこおける朝砕=f憎の亨IとTtは理漠の脈讃化

のr_め.Tf取の屯凶.こ窄めて行)わけであるが,鰍 B

の紗 那 Sは細 とX-に托淋的とたり.羽吹とした絹

･W.まifめ魚いとい1考え方は当然あるわけである｡こ

の鮒 軌梨のRin的ナ工脚 的性格の文化が比榔 紙 だ

ちかであlu工.淑相調蚊を一定の捉四にFtI冒して考え

ることのJulはk批できfL/たる.然し.鮎 の応力

払 三前 日1和でb明らかTLように急迫にミ推 し,那

の組朝による幾はかなり近鵬 に取られる7!･からんて

L,,粉砕二lniを(LE匂二上すJ取のtrLに淀めることは肝さ.'t

ちと考える｡

6 摘 要

内部旅繋下の相似 ま(l)媒i棚 の恥的東城. (2)

爆発1/スlこ上る引y!り択L*.(a)酸蛾パo)爪微の三つ

の作用に分けて考えろことh'LできるnA:租借は鵬 の

ェ*′レ 中一が.こJl.らのDl釦に,火J.l2:'のJ:うに7S!介さ

れているかをしらペるため.萌t朝日抱+zJSJHして取扱

したものである.

it,鑑の胆 上,脚 と㍑,畑 と申しとし{狂

拝 5C■tlの抱組とし.その中に叫qLさIlるiネルや-

を F_〝とした｡又.モJt以上脚 の傑矧 こ出る巾的

組子の軌 ･蔽仕に破したエえル4L をFJ,故拙攻の

鼓バ涌牡に･ELたエネルギーfL I:Iとする｡

この上Iにして,救fAの楼感.こつい{,これらのLS!

分エネ′レギーを求めた比灘.帝朋ダイナサイ トの上)

な識軸 の鰍 は EL'ほ大であり,女王ネル･r-r二村

する比率Li539.1を,託した.-/).それ1ウ位琶辞の

乗カー1)?トは欠ylり小さく .i:7.である｡しかし.

E.は逆に索カーリヶトのA/)か火'eある｡ すなわち.

故拙攻色は穀′ト托ヰ的性格fztっているので.現虫㍗】

期に軌 値 域を超すほと伐期の放牧は黙lこたり,帝糾

ダイナマイトは無力- 1)-/ト上りも小さt LL {･も,

出刃さとして,大なる Elな一さえる｡

この上‖ェ枯灘からみて 5EIALの物ZW I8頚は次の

よ～であると思われる.牝づ,株紫の比IrL 鮎 ESで

E波 が51;まる唄出1Iスがn滞 ,市迅虻でtm'胸 をtA順

し,勝 挽近くに荊爪のTL.､IJJ汲セJJえる.このとき,は
げLの止功 班が芯LLであるほと出l上軌 ､准乱なJJA/rlUl
符するので.鰯 とr屯時に解LaさJt始めた提繋o)71的

エネルギIが,この兄剤にもとづく駁J*にPl収さ)1.ち

叫催1如 '･生ずる｡従つ{,規紫が市It.TTt,前作姐であ

ることは.摂政鋭敏7)胸 にエイルギーのLFi収を破くhi

L での指私,51戦役lgiの瀞的酸hqが胃劫となる. こ

こに,従来行t,Llて満た生徒の 嬢の旺兼.伽 圧力
そのものと.ロ的勤に対する紗ポQ)エネルギーIrZkの

時rin勾配との鴎繰i8銀か3Bめらilろ

).領の突抜に閑し屯群の交換を戒められ.多大の程
遠を受けた西故 D ､HJm rl G の Jド Ro(hfq士

に鮎洲す る.
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7 本 研 究 の 総 括

･紅脚 Elf･蝶繋のは児に上る幽紘内応力好の臣積や

その払L*搬Ⅶなしらべ. 1)二･uTu Pr(劇 は .;重度砺紫

Tの抵札 ‖)エR甥抄 こhけろ脈 の動的朋 主の台

風帆 船 の拙 .に役立てんとしたもので,その丘q

顆を捻括すれlJ_決の如くであろ

(1) 価臭に上って兄生す引ZJfir勺応力Tlの完き式に

lqする'bY･楽の改組と究輪につい 〔述べた｡

(2) 胸 lこtる扱拙変形秋冬!の一般0･1級細を搬疾

し,仏'))孤の弧AL.別 称 こ上る他取と,他の敢L*聖

棚 さとの村現性の乾をしらべ.fた.花比ft(.高楼

茂の恥 は軌 応 力庁を児生させることセ知っ1:.

(3) 一つの柵 J_/FB卿 .ら叫称に淡紫.すると.粥

常*失lこびのZkl炎に上る頓 が生でることを印用する

佃叫な泣の迎卿 帳 法をぢ案した～このIJ法はぎ鋼の

祁授Jf力学的脈洲 で17い.糊 I桁 に-二物

の科ははな任用するので.力学一火うち,又は力学W J

牡と呼ぶことが･{･きる,舟と 】Nl(J q･,公ぐ｡)に上

る契腕から,雌∬ 8cm ll内では砂lちかに滋は肯辺上

I)もiiLく,珊 班の月余を苛めることができた.

(i) この力手酌方法.こきちに工夫を加え.鉄内の

転を正次併陸離と位Sfして.欲とカのtJlでIせ粗 を行

い.(3)では未知であった取内の軌 も丘伊の迅硬を定

め.一粒づ, lNT-58の弧の時rZn弟蝕仙椎が泣めら

れI=.

(5) 秋の代りに週姪IJぐ加の晩可IL仙 ･て,問上ゎ

11･放L=上り,凶帆 液軌 等父,V,稚内の放棄汚遁世

を.kめた.

(6) 仝El内の87車班迅肝七品油肝油引プラウy肝

ナ ･/Z'で滞迂L,先.こtniした款円の麻Ei汚迎資力'.

h'めらJL.それに上って止めた杏仔のtb尺F勺の硬紫泣

拙慶の柑fEを1子つた.,

(7) rq拝円W平沢がtl.Z山Ehlで別 け るときの様相

I_,T棚 】に蛇nJlL,この鋭娘を利JFlL･rl-TわれるilRの

的TT沌瓜 及び雛形の沌挺 法な論 L;た.印fnJuJ'..こ1-三井

61の日EL]両に粁料と同一付文のJLJ鮫/zJヱl)つけ,班の

正弘 こ上る円鼓の流しよ～速度を決める円阪藍 日出

面の運湘抑圧を在廷菰柁 するILL縦 がある 沌托 した

迩射 こ.いづLtも勿毘避妊の2倍とr苧x.,i,

(8) これらの迎啓の河掠 拒札や沌握 手牧を色々1こ

支えた一速の央敦を行い.各7J法の甚F./L論じ,亀拡

rLlの缶内LWJな勤71過度と粒形をしらへた,

(9) 白山面に入射するgb'紫汐と反射摘満Er内の物

質退任はIiは噂しく,円弧 密.文は自由面適度のlr,
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を甜中波の物質祖皮とすることは近似触 こFFされるこ

となFUJちかにした｡

(10) EILLz面で併載h-か朋 け る時のBL切.セ yAリ

-L'ソ附riW第 11特殊し･物見珊朋 惟臥 こ粕 fる弧

々の知見を碓めた.自内面からy村f叱 尺一指 tlろ空
中好守打適度から戒めたEl的iFl-迎収と,rb.潜 .Eldl面

速産を花旬的に軸管した伐とはきわめて八 く-丑 し

F-L

くlり J山 は蛸獅 ･らやや牡れた拒雌のソ滋W .ヨ_千

あったh･.さらに漣波近くにさかのLZつてしちペると

軌 ま純血が政下すると.は湖郡に鞍の低i胤 ′､描朋硬

があり･又 この細娩 こぶける拘父祖齢 ヱiLBl鉱車匠

のそtLより.t'A常に大である｡鼓の通船棚 下するの

Iま変形力触こ容易となり,JLLカをOと並J<'としたと

さ･dLrdu LJJ･となるためである｡この性斉はT ル .

エサムでも見uは れ 1m如 ･あるPl邦以上に烈しくた

ると.動的に敢化する (dddEは大)a'やu･'の性茨か

ら織れて.現恥 上部性紙動的になるためである｡これ

は珊平出ユウも高次の坪や形式であるので,芯相 性

柵 渡もしくは7Ri次逆性渡と名づけたn このJII)たせ

柴松 の存在は,1＼･一m .G.IlrrrPらE=J:つて,かつ

て鵬 約に子宮されていたが,東研死により拙めて米

松的Lこ朋 脱となったものである｡

('2) この胡恥 ま好学LT;九 乱硬のEZ別 宅をもって

か'),従って.排せ-̂が劫力になるほど触 り易 いこと

をは邪の舛Wy変化させた殉鰍こ上って焚付けた｡

(13) 77'次だ出獄細 説吸は (水郷灘のよ11でiI),k

1_'鉄ては見出-LTなかった｡

伽lま怒魚TL軟韓があるBNラス.大塊石.七ノ/トそ

ルタル時のだ触n"Jr.文は.ゴム.-ラブ ィノ噂のiR,分

fglに.おいて1.h lD万気庄以下の糾城で兇田される｡

し.づttもはi第に把過密伝馬.高雄収の物荘杵iわ 閉域

があり,父,この性耳は払窮のJk力を破くすると発g=;

開城か大とIEることLミカとr棚 である.

(lヰ) lS淋 こよる舟の肌や鼓渦のtUi-の形.う溝他分

れ1甥なしらべることに上り,喋滅都に鞍の供過度LTJ.描

飢蚊を含む場合L+_徴性緋 を包してい ることな班づけ

1二

又,鈴羽の昇九七旺々の帝政で軟のLTn'7に銃紫し.

弊LLの緋 .舟蛸 の現4!なしらべ.2aCmさとL L で

は.郊九に芯氷温1亜群【勅許が･先生三することを明らかに

した｡この河道は,先の脈 に上るEl邦紳 近IEとほ

ほ一致したBELである｡

(15) これまでの控の伝措巡好.iL'ひに的7:I迎雌の

gf澗ELを R^n'lmHITGtM一汀 の式に代入し<,SI体



の3Z)エビ下のij的状別 を攻めた.こZlにもZG米社ta-

の先生′'Iが朗らか1こ元されている.

(18) この状的 なもとにして.者尾はIN:内の2;百

出Jlを許申した.応力匠かtJt鞍のM であるri:.i.

圧力に上るiLdE上井は lOh久F.でも■i々 =CO.ClJ

Tであるが,-たU76池 班鵬 に入ると.急に

2JW ChL亡のZGilとなり,旺件.三ここで他 するこ

とは明らかである.

()7) &1牢浮の桝 劫果.ニーi_孟 りあり.一つ.三LFT

一打.こ上る応^ilと中にもとづくもの.缶は匹のE拓.こ上

るTmR払J*である.この鼓のZi:朋にJ:る仏力31沖 効苑

を利用して材旬の肋n(1抗yIカセ決めることができ.こ

tlは,企托ではかn'1な位のrJl0倍の十一〆-であっ

た｡

()a) 班のLul-こ上る延 力IJl小串が化の他の応用例と
して,臨扶繋典に軒娘するは作内.こkL枯すろZF.幼古の

jf>式七mべた｡すなわち.は灘の規述 r)か.団結の窮

迫 C,上りも大1:あるときは.ロ体内のオ乱.三石顎の

IG杓をもった門丘状野面JLたま作ってi別号し.この野面

は柵 の対面でLL7'Jlして,比ALだE-r枕 が∝突して蛸

を起す.もし D<C.であil.エC力吉.上位乱し,か丘･

る桂や.蛙 じない.

(.19) gE筆だがX連となるここ.i.本庄とたるに従

ってtEf..こ硯 性l二王しく'EI),応力 Oと益 Lの捕珠

■こおいて,dQ.dLj5'･大となるこくlこもとづ(ものであ

ち.従って,13Eや汐のIii桔ziul仰 こきわめ{bろい克…

式の鼓!Iな与え.釣やゴム書も.もろく放伐する｡ こ

のm Fの伝播Jこ上る宙fAセLらペるため.ガ ラ ス ,

ノタ7タIJル例桝 のtE軍政tk現収を/_リー'//柄

珊瑚 でしらべた その結盟,故悦 (の襲い螺
の並行lL迅Lf老松としてでfrく,荘動tll道定規とし

て粗Aiすべきことセ知った｡

(20) 一秒 二七湘さLlる九粥通牒(..三だ既述哩

C,紘r;llR # ･J. 班からの岨 児崇けちZ)Wul-,扱Iul

なi･す1･故脚 】順 逆rAt(l巧の-チノー7-で封 ヒ

し この内,L･と~t土iE計U.'tiLhを,い ,'.緒に-.王最

少薙半的払持せもって(｡の形成に何4'すろ.

(21) Clは暇 進行aflの性伽 こ上って,C,>(.

C･-C･Cr>Cの~形式に桝すらil.*和のもの.こ

く19)でFb旅した粉 で,この■穴の正行は鼓奴3]銘
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鼓のEE行と'Cも称すべきものてある さら一二.他の_

形式も含めて.かかろ鞍l仏 力軒的考薪が縦 長に

放血:するものと十九.こ,こ11.三共殊ある胤 の児

Pdをhi7-T=していることなの-′二｡

(22) JRA?良の突】井上C)哀fiを柑るため,b牡の

=雌 にエろi.-6円芯1J古の仁特性1_,Lらべ.-J2

に.敗GElここも史.こ.t丘ETZl程よの放 てほとんど

たくfLるまでに見返にdLllL.東性差.:搬近くにお

いて強く現れるここ*L明らう▲こし!=.文.工.削J羊に

上る出石のAtq淋 取扱をI,Qめ,党のヰ一法史に上る枯

共と｡比牧してJlく一致することセlaめた,

(23)辞11日也を使用して,it典●こぼ臣エネル～-

のytmを行い.煉由の明々か摂印,1たわち.(Lは

淵の掛れ 舛こ大.(ll)■VJ.'i7aL瓜 他 (111)敵地故の似Jl

飛散噂にIrl沸されるエネルギー)_,求めて比吸した.代

jt的1LJRは兼である葡LF11イナー7イIと紫カー1)ツ

トの脚 主な仇′バすJtは,市,比in,拓は過のrL'廿は,班

比桐.甜 速の汝LEよりLは進で軍すェ～.I+.-E'_大

であるカー･.LIqI肌dt.乱こ書十る三A.ギー.上達･ニ伎H

か大である.そのため,7841イナ-.イ!.二はiYで斗

く良房を足し.鵬 の'tAlf鼓1.ニ′･L品とたり,良一l

鎌の鼓片為せェtrJf-.ニ袋つ一 事ヱウb大と･な

っている. ここにJE斉SL有力丘だJJ=めらLtろ.又.
月臥 l粥 Jfの行ったtJGLPiBi式一二おける姓9.のた的

作用に関する萌せ上'.44LL格EI.この楕珪功 (圧力の

利 之).三船 でEA恥さIlI=エネルギーと比供的鴨Cfが･

あることJLh]つた.ここ▲こ,鮎 ;の生皮に効する 従

のE虎,すlfhl,.け■圧力と,姓菜のエネル+I-解

放の時間勾凡のr;1'Jの朗縄蕊藷.t'･ある.

8ul 辞

カニ叶兜な行 ,にiLjり,雌 溢桁な川てtた否を相ゆき

九た.臼/i.油粕Fl式虫汁.村田告W士,iiuに東方大

草工字11S.llJA=4.班,北田文花汝茂,阿毘学部, ド田

碗-:教授に好くぷ 付する,

また,級+の蛾 .こtIGJL若宮と鑑1‡セ与えられ'=

京応大草コ:?帯.伊書-q鼓設.並びに,未切七万す
l=当 り多大の稚JZJを恥 ､たuノ!こ油脂綜式台 &,元宮妨

細 注塩 E3火氏並び.こ,収骨筆耕 三打丘●二度諸の

JkをポしてEFセおく.
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0rLIlrigIlllCt･OfE7(Ploはl､CS(XVTlI)

OnmcasuremerttorJJlllStingelteTgleSh)hallはtLCI.IL･rtpZlr

b)T SJlkural

ArLCrLCrgyEorcxPlos】leused 10t)】ELS【 ･1nd(E-lL')bL･COmeEJIThlrdly,t1-eEn"der

rockLSd111dビdlntOf01】o≠lngthret･t),peso【 ctlamkrOtLheTrLOrt8ThasbeenllLsorll)ed

energ). "ltl- rodorct:mentmortar,thentheother

(1) E,.LOCru$llIlrUgLOnarOU･t(Ithebo- proJeCtLleofcementmoTLnr､､hlCZthasbeen

rchole chargedlsplzleedLrLtheLnOrt.lrmSteadofA

(2) E.【ofraclurequOS1-StatJd1)lx)oTld ironprOJCCtLleTfaTlel一Cr約 0btaHledLSEr.

lhecrljShedZDTte Ll.(-I_Y-だ′′)lS10bespelltforSはtLCErLIC-

(3) JiTTlQthro"thefmgmenLS turCandl･.′′ln.lkestheEr相menLSthro" (rorll

Tht･Autl10r has 州emp【ed to rnensure themorll･r.(EW=E,) llthzs expL･rLmCnL

一hesecnergLeSb〉uSlTlghtLtllSLECmOrtllrSueh therecビdLtdangL･1STneaSuredb〉st'lfr印lSLmg
asst10､川 1n Flg1 TllepTlnClPIcSand scaleasshol､rtlnF】g3

methods 10 mea5ure Lht,Se CnCrgLCS Llre IhcrcstllLSObtll■Tled b)l九e aho､e Lhree

lnuSlraLedb､Flg2 mcthodsareSho､､nm table1-3

FlrStl)･,､川hユneXplosl､eOfSg､vc.ghE,E Inth.im､,-Ican be reeognlZed that

15measured by usualmcLh0d olb")LIS【-C COnSldcr"blequaTltLtyOhotulcrLerg)lSnhsor-

mort8rSL･COndarllさ,111Ordertom cILSurethe bed I一lCruShL-1gthe reglOrLarOuntllhecX一

CruSh】t-gel､erg_IEI',arodof⊂ernentmortar plosl､C

≠hlCh ha与heen charged -らlnS･erLCd .nto -t lS､･Cr)m tereStlngl九ntShLrLglTla)T18m'te

pov.derChamberormortar,and ､vllCnthe haslargerA,,th8nMur;lSakLCarl】LC,butE.

chargeLSdetonated,somepartofEolnlcnerg) ofMur'lSnkLCnrlLtLHSLargerthan thatOf

E 151mmedlatel)absorbed10 亡ruSlHhtrod shlngJrldyniLrrLlle T hese dlStTlbLrlLOTIS Of

txtforcst100帥ganIron prO】eCllLt.Thusthe blastlngenergleSare5ho､､,nlnlllblc4

erterg)E′nIe.lSuredmuSlheSmall亡rLhm E, (N】pE竹nOllS皮ratsCo.LtdTakctD､Ol'Lant〉
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